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序

　戦後の復興と開発は，すべてに優先する錦の御下でありました。「そこのけそ

このけ開発のお通り」と言え．ぽ少し大袈裟ですが，こんな表現がぴったりでした。

そのために自然も破壊されました。大気も土壌も，そして水までも汚染され，行

きつくところ草木も小動物も枯れ消され，果ては人間も生命を奪われるところま

できてしまいました。その問，多くの科学者達が口をすっぱくして，自然破壊を

告発し，その誤りに警告を発しつづけましたが，開発の槌音は高く，真実の声は

小さく，常に消されがちでした。そして大地から緑が失われました。

　わが市も丘陵地区の開発によって自然と緑が減っただけでなく，市街地は集中

豪雨による鉄砲水で47，49，51と隔年大水害をうけたのです。開発による自然破

壊の恐ろしさを災害という生々しい，しかも高価な代償を支払って改めて知らさ

れ，その反省から森の中の街づくりが決定され，昭和52年に地味な森づくり「ど

んぐり作戦」の運動がはじまりましたが，素人の悲しさ，成果に疑問が続出した

とき，それに自信をもって説得する人がありませんでした。幸いに横浜国立大学

の宮脇昭先生から極めて適切なご指導とご助言をいただいたのです。

　私たち半田市民は，宮脇先生とその研究者グループの先進的な森化の指導理念

に深く教えられ，昭和55年度に全市にわたっ七の植生調査を横浜国立大学環境科

学研究センター植生学研究室に委嘱し，そこの全メンバーと本市緑化推進委員の

お力添えをいただき，全市をつぶさに実態調査し，まとめられましたのがこの報

告書であります。報告書づくりにお力を借して下さった宮脇先生はじめ，関係各

位の2年にわたるご労苦に深く感謝申し上げます。

　私たち半田市民は，この報告書を本市森化実現の教科書として，全市民が生徒

となって，森の中の街，森の中の学校，森の中の工場づくりに自信と確信をもっ

て実践いたすことをお誓いし，この報告書とともに森の中の街を2！世紀の市民に

引継ぐ決意です。



　改めて報告書づくりにたずさわった多くの方々にお礼を申し上げましてごあい

さっとします。

1982年3月

ぜ碑崎跨肉ノム



Bild　1半田市の中心部から西方部の概観。中央右の緑地帯は雁宿公園。後方に農村景観域が．広が

　　　　　　っている。

　　Uberblick　Ober　die　Stadt　Handa　von　der　Stadtmitte　nach　Westen．　In　der　Mitte　rechts

Iiegt　der　Park　Kariyado・koen；．　im　Hintergrund　das　Iandwirtschaftlich　genutzte　Gelande．

誓

1吊．

Bild　2　雁宿公園より低地に発達した市街地を望む。

　Ausblick　vom　Park　Kariyado・koen　auf　die　Hauptstadt　von　Handa．



Bild　3　成石神社境内の常緑広葉樹林の内部（クロバイーアラカシ群落）。

　Inneres　eines　ImmergrUnen　Laubwaldes　vom　Typ　der　S：y視μocos　pγ侃ガ。々α一Qμeγc鰐gZα麗。α一

Gesellschaft　um　einen　Shinto・Schrein（Naruishi－jinja），

Bild　4　クロマツ植林に接して生育するアカメガシワーハゼノキ群落。手前はセイタカアワダチソウ群落。

ル臨”o施5ノαρoη’cμ5－Rん脳s5μccedαηeα一Gesellscbaft．　Vorne　auf　dem　Brachacker　die　So屍面goα‘翻一

∬∫飢α一Gesellschaft．
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Bild　5ため池付近の植生。ヤナギ林（ジャヤナギーアカメヤナギ群集）が生育している（七本木池）。

DasSalicetumeriocarpo－cLaenomeloidisundandereUfergesellschaftenaneinem
der　Stauteiche　in　der　Stadt　Handa（Hichihongi－ike）．

礪，御師

Bild　6海岸埋立地の概観，塩分が残留する土壌の植生発達はきわめて遅い。

　Auf　den　jungen，　aus　dem　Meer　gewonnen　Landfl証chen　kommen　zun琶chst　sparlich　einlahrige　Pf・

lanzen　wie　Ec痂πoc配。αc物5－8α〃’，　A置7∫με劣んα5’α孟αund　andere　vor・
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h・三：：礁．1：鍵．．
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Bild　7　ため池のヨシ群落。ヨシ，ガマなど水生植物が生育する（臨池）。

　Pん7αg観鉱ε5α鴛s孟7αZ’s－Gesellschaft　mit　PんTαg？π記esα麗s置7α々s，丁卯んαZαオヴ。おαund　ahnlichen

Rdhrichtpflanzen（Shin・ike）．

・醸

Bild　8　食虫植物群落の生育する松堀池と食虫植物のミミカキグサ。

　Ein　von　Niedermoor　umgebener　Teich　mit　insektenfressenden　Pflanzen・hier σ厘。掘αγ∫αゐ填dα。
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は　　じ　　め　　に

　新しい時代に対応した都市行政，地方行政の基本は，限られた市域内ですべての市民が子孫の

代にいたるまで健全に生きてゆけるための生存・生活環境の保証，緑の環境の失われているとこ

ろでは積極的な創造にある。限られた島国の日本の国土で，2000年以上の長い歴史をもち，時代

と共に着実に文化を発展し得た日本人の生き方は，郷土の緑の自然との共存を前提としていた。

　自然の開発に際しても，決して動植物，微生物群集も含めて，相手を皆殺しはしなかった。長

い時間をかけての試行錯誤の結果であったかも知れないが，人間の干渉に敏感な尾根筋，急斜面，

水際などのくく弱い自然”やくく弱い植生「は残してきた。また新しい集落や町づくりに際しては，

必ずその土地に自生していた主木，たとえば半田市を中心とする愛知県南部の低地ではタブノキ，

スダジイ，アラカシなどの常緑広葉樹を主とした郷土の森を形成し，今日までまもってきた。そ

れが，半田市内では，たとえぽ神前神社，成石神社，八幡神社の往叢や北末広町の屋敷林などで

ある。

　第：二次大戦後の新しい技術や莫大な資金が集中投資されて瀾発された菓京湾，大阪湾，伊勢湾

沿いの港湾，新工業立地に代表される最近の開発では，一時的に経済効率は上ったかも知れない。

しかし，人間も含めた生物社会と，鉄やセメント，石油化学製品に象徴されるような非生物的材

料との本質的な違いが無視されていた。したがって，局地的には，いわゆる公害や自然破壊に代

表されるような住民の生活環境の荒廃，汚染が悶題になってきている。

　愛知県の南部，知多半島の東部に位置する半田市は阿久比川畔で衣ケ浦に面し，面積45．27km2

である。全般に地形はなだらかで海抜高度の最高は行人町地内の83．70mから最低0，2mの康衛町

地内までの知多湾に面し，山地の多い我が国としては稀れなほど低地が大部分を占めた地域で半

田市は占められている。

　内湾に面した低地，丘陵地帯からなる半田市域は，年間通じて温暖で降水量が豊富で，その年

間の配分にもめぐまれており，かつて冬も緑の常緑広葉樹林で被われていた。すなわち海岸沿い

の沖積低地や台地はタブノキ，丘陵部はスダジイ，アラカシを主とする，冬に赤い花をつけるヤ

ブッバキを亜高木層に伴った，生態学的にヤブツバキクラス域に半田市は属している。

　半面，めぐまれた環境，立地条件に対応して，古くから人々が定住し，粗朴な狩猟，漁猟から

農耕さらに林業も含めた近代産業形態へと活動域をひろげてきた。このような住民の生活域の拡

大，活発化に伴い，半田市を被っていた原生林は，低地では水田，畑地などの農業耕作地に，丘

陵，山地は雑木林や植林へと変えられていった。すなわち，木炭，薪を得るために15～25年に1

回定期的に伐採されたところでは，クヌギ，コナラ，エゴノキなどの落葉樹を主とする雑木林に

おきかえられた。また建築材などの木材を生産するために針葉樹を植樹されたところは，スギ，



8

ヒノキ，クロマツ林などの植林地に変っていった。

　第二次大戦後の埋立地への新しい交通，工場などの産業施設の建設，人口の増加に伴い次第に

発達，密集してきた市街地域は名鉄，国鉄両鉄道沿線沿いを中心に急速に膨張してきている。し

たがって，隈られた半田市域に約90，000人の人たちが，また，さらに増加する市民が次の世代ま

で健全に生きのび，豊かな知性や感性を育て，半田市固有の文化を発展させるためには，積極的

な市民の生存，生活環境の確保が行政の基本となる。

　すべての市民の持続的な生活環境の基礎としては，日本人が新しい町づくりに必ず行ってきた

郷土種による，社寺林や屋敷林に代表されるような郷土の森づくりである。それは，新しい生命

集団と，その生存環境との総合科学としての生態学も支持する古くて，もっとも新しく，持続性

のある郷土の森づくり，緑の環境創造である。

　時圏と共に確実に生長し，多様で安定した郷土の森を形成するく体物の緑の環境創造”には，

現地調査を主とする生態学的，植物社会学的な植生調査が基本となる。同時に植生調査結果をも

とに，緑の現状診断図としての現存植生図，その土地に応じた本物の緑の環境創造の基礎図とし

ての潜在自然植生図の作成が欠かせない条件となる。

　本書には全布域ならびに周辺部も含めた生態学的な現地調査結果と，それらを基礎とした半田

市の市街地，工場周辺道路沿い，各種公共施設，遊園地，公園から個人の住宅の生垣にいたるま

での具体的な郷土の森づくり，緑の環境創造の処方まで提案されている。

　21世紀にむかっての市民の生活環境の積極的な形成こそ，市民と共に努力する町づくりの基本

と考えられる。しかも，生態学的な現地における精度の高い調査を前提とした，地味な植生調査

資料を基礎に考察された，本格的な緑の環境翻造が全市をあげて計画・実施されることが望まし

い。

　時代を先取りして，間もなく10万人，そして近い将来にそれ以上にふえるであろう半田市のす

べての市民の明日の発展の基礎づくりを今実行しようとする竹内弘半田市長の強い御依頼を受け

て1980年6月から全市域の植生調査が実施された。

　本調査を実施するにあたり積極的に御理解御協力戴いた半田市当局の皆様ならびに市民の皆

様に謝意を表したい。現地調査には環境科学研究センター植生学研究室研究生黄経栄氏の協力を

得た。

　：本書が半田市の新しい発展と，間違いのない市民の生活環境保全のための計画・実施の生態学

的基本書，具体的処方書として十分利用されるように期待したい。

　さらに愛知察下の各地方公共団体，企業，学校はもとより，日本各地の都市計画，自然の保護，

開発に際しての基本書として広く活用されることが望まれる。


